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はじめに
研究所の歴史
和譲・2016 年年賀状・山陰中央新報求人広告（ソサエティ 5.0）
建材マーケット
グローカル時代の真の健康
船井幸雄と「本物人」たち
女性の教頭校長会

研究所出版リスト
野田一夫先生　記事
日本分割統治計画
地政学のヒトラー抜粋記事
満州の遺骨記事
中川十郎先生略歴
アセアン経済共同体 (SEC) と上海協力機構 (SCO) の連携強化を
国際融合医療協会　第 5 回学術大会　中川十郎先生挨拶
小野田寛郎・元陸軍少尉をしのぶ
田渕隆三作　エベレスト・女神男神像　　
写真資料　広島原爆資料館訪問　沖縄訪問　鳥取燕趙園
平和発信のフォートレス　沖縄研修道場視察
広島平和記念公園ズットナー像建立構想

島根県鳥取県　ワイン・ライスワイン醸造リスト
ゆう科学通信　ダイジェスト

56 歳一念発起、97 歳「剣山切通し」完成、102 歳大往生
イザナミ御陵前の硬い安山岩の剣山を火で熱しノミと槌で切りくずし、村人の命や田畑を奪う意宇川の流れを変え、松江市八雲町の礎を築いた。

第一次世界大戦前夜「武器を捨てよ」「空の野蛮化」を発表した平和活動家。世界平和宮（現ハーグ国際司法裁判所）ノーベル平和賞創設に尽力。
1905 年 に 5 人目のノーベル平和賞を女性初で受賞。カーネギー財団発注によりオランダ芸術家イングリッド・ロレマ氏制作。富山県高岡市に制作依
頼。八雲立つ出雲から全国 世界へ

「ゲルニカ」（1937 年作）は、スペインの画家パブロ・ピカソがスペイン内戦中の 1937 年に描いた絵画また同じ絵柄で作られた壁画。
ドイツ空軍のコンドル軍団によってビスカヤ県のゲルニカが受けた都市無差別爆撃（ゲルニカ爆撃）を主題としている。

安来市在住の創作キルト作家。たくさんの独創的な作品を生み出すと同時に、教室キルトボックスを開校。キルト文化の普及に貢献している。

周藤彌兵衛翁
表紙説明

ベルタ・フォン・ズットナー

パブロ・ピカソ

創作キルト作家　内藤 和美

(1650 ～ 1752)

(1843 ～ 1914)

(1881 ～ 1973)
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シンポジウム資料
2016年 11月 20日

はじめに
　米大統領選挙で、ドナルド・トランプ候補が勝利し、世界の変化が始まりました。経済格差、雇用に不満を持つ白人層が、
既得権層（エスタブリッシュメント）の政治に対して変化を求めた結果とされており、米国はもとより世界各国の分断の兆し
とも言われています。選挙期間中、トランプ氏は「ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）から撤退する」「米国は世界の警
察官を続けられない」と表明していました。トランプ大統領の誕生により、貿易、金融、外交、安全保障など世界の政治経済
の枠組も激変することが予想され、すべての人が本質的な影響を受けます。戦後、米国追随一辺倒できた日本は、過去経験し
たことのない事態に直面します。大きな変化は、危険と好機をはらんでいます。前もって準備をした人達と共に、時代の変化
を追い風として生かせば、大きなチャンスに転じることができます。

　1994 年に設立された人間自然科学研究所は、「古きを訪ね新しきを知る」格言をいかし郷土の偉人を発掘する「一村一志」
運動を提唱、周藤彌兵衛翁の小説・漫画・児童文学の出版・朗読テープなど、8 年の歳月をかけ清原・大梶翁の「出雲三兵衛」
シリーズを完成させました。
　また、同年開催した「縁結び世界大会」を皮切りに、200 ～ 500 人規模のシンポジウムを 12 回開催してまいりました。
　また、韓国、中国をはじめとするアジア諸国、露国、米国、欧州など世界各国の戦争・平和記念館を訪問、学習・献花・寄
付活動を行い、とくに島根・鳥取・広島・岡山から徴兵編成された松江 63 連隊兵士が中国側に甚大な災難を与え、日本側も
大打撃を被った日中戦争の激戦地・中国山東省で孔子・孟子・周藤・清原翁の銅像を制作、関係者の協力のもと建立させてい
ただきました。また、ベルタ・フォン・ズットナーは第一次世界大戦前に小説『武器を捨てよ』『空の野蛮化』を表し世界的平
和活動に従事、女性初ノーベル平和賞を受賞しました。カーネギー財団によって建設された世界平和宮（現国際司法裁判所）
100 周年を記念して作られたイングリッド・ロレマ氏制作のベルタ・フォン・ズットナーの青春像を、カーネギー財団の了解
を得て、人類進化による永遠の平和を目指して「特別の平和使者」として国内外に建立する呼びかけをしてまいりました。

　1945 年 8 月 15 日の昭和天皇の放送日を終戦記念日と定めた日本は、人類の戦争を終わりにする役割を担った国家と理解し、
戦後責任を果たす立場の先駆けとして米国・露国・中国の３大核大国の賛同を得て、結節点である朝鮮半島と日本列島を非核化、
世界恒久平和の発祥地とし、日本の発祥地とも言われるやくも立つ出雲から、活動を続けてまいりました。
　20 余年の実績を背景に国内はもとより沖縄・韓国・中国そしてオランダ・ハーグ、オーストリア・ウィーンをはじめ世界の
志ある人々と力を合わせ、平和事業構想を、一気に具現化できる「ビッグチャンス」が来たと認識しています。
　人類の特性と歴史を考察、言葉・文字の再定義を図り、共感のステージをととのえ、対立・統合・発展がスパイラル状に進
化する「新しい和の文化」が生まれるプラットフォームとして、ワイン・コミュニケーション文化の創造を目指しています。
　『日本の縁結びの地から、人類史における世界の縁結びの地へ昇華』やくも立つ日本出雲の地から、地方創生、女性が輝く社
会の実現をキーワードに、シンポジウム「悠久の河」を開催いたします。

小松電機産業株式会社 代表取締役　　一般財団法人人間自然科学研究所 理事長　　小松昭夫

絵　松本 修宗
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【参考資料】

「和の文化」創造をめざして
　世界は核拡散と情報通信革命が進むなか、金融混乱、エネルギー・資源危機などが重なり、展望が開けない状況に陥っています。
自然環境も地球規模の大変動期の様相を帯び、人類社会をいかにして存続させるかという視点が求められています。
　東アジアでは歴史的背景から、日本と朝鮮半島の間に竹島＝独島問題、慰安婦問題、日本海＝東海呼称問題など抑制された対立
が続いています。こうした社会環境を背景に、今、朝鮮半島と日本列島に、人類の歴史上初めて、「和の文化」を生み出す平和の事
業化を必要とする時代がめぐってきています。人類史的かつ世界的視野で現状を直視し、共感の場を生み出し、対立を統合・発展
に導く循環が「和」であり、その手段が「和譲」です。
　人間自然科学研究所は 1988 年、若手経営者が創業の地で集まった「知革塾」から始まり、20 年以上にわたって生命の本質、人
類の特性を踏まえ、「楽しく持続的に生きられる地球社会」への道筋を論理的に提案・実行する「シンクタンク＆ドゥタンク」とし
て活動してまいりました。対立のエネルギーを生かし、３大核大国（米国、中国、露国）の結節点である朝鮮半島と日本列島を核
の空白地帯にし、世界の核削減の流れにつなげ、発酵の文化、先端科学、情報通信技術を組合せ、飛躍的な免疫力の向上につなが
る菌・発酵研究の先進地とし、世界人類の健康回復・増進に寄与することを提言しています。
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1988 年　4 月
1994 年　4 月

1994 年 11 月
1995 年　4 月
1995 年　6 月
1996 年　9 月
1996 年 11 月
1997 年　3 月
1997 年　6 月

1998 年　7 月

1999 年　7 月
1999 年 10 月
2001 年　5 月
2002 年　2 月
2002 年　8 月

2002 年　9 月

2003 年 10 月

2004 年 10 月
2005 年　9 月

2005 年 12 月

2006 年　3 月
2006 年　3 月

2006 年 10 月
2006 年 11 月
2007 年　3 月
2007 年 12 月
2008 年　2 月

2008 年　3 月
2008 年　6 月

2008 年 10 月

2009 年　2 月

若手経営者 20 名で「知革塾」開塾
人間自然科学研究所設立。郷土の偉人を顕彰する出
版活動を中心とする「一村一志」運動開始

「第一回神在月縁結び世界大会」開催
「周藤彌兵衛シンポジウム」開催
「人と水と食のシンポジウム」開催
中海・本庄工区の未来構想シンポジウム開催
ダイヤモンド社より「母なる中海」出版

「第二回神在月縁結び世界大会」開催
韓国独立記念館訪問、日本人として初めて献花、寄
付
大韓赤十字社を通じ朝鮮民主主義人民共和国へ食糧
支援

「太陽の国 IZUMO」出版
「第三回縁結び世界大会」開催
中国人民抗日戦争記念館訪問、献花
日中英 3 カ国対訳「論語」出版

「治水の偉人・大梶七兵衛」小説 ･ 漫画 ･ 児童文学出
版「出雲三兵衛」完成
中国山東省棗荘・台児荘大戦記念館で、中国側
3000 人、日本側 40 人で孔子、孟子、周藤彌兵衛翁、
清原太兵衛翁の銅像完成出発式
日本最大の中国庭園「燕趙園」に孔子・孟子像を建
立

「太陽の國」推進シンポジウムを開催
中国南京記念館を訪問、献花。中国中央電視台ニュー
スで 3 回にわたって全国放送。在日本中国大使館ホー
ムページに掲載された。
ハワイ「アリゾナ記念館」真珠湾攻撃記念式出席、
献花
燕趙園に西王母と八仙人大理石像を紹介建立

「平和環境健康特別区申請　特別シンポジウム」くに
びきメッセで開催
小松理事長、釜山市庁国際会議場で講演
出雲大社で「神有月 和譲平和フォーラム」開催
燕趙園に孫子像を建立
南京大虐殺記念館改築式典招待出席
私たちにとっての「ある小さな小さな島」の話　座
談会開催

「なぜ出雲から世界平和か」座談会開催　
松江市にて「族譜」公演。
小松理事長が主催団体会長に
第 6 回国際平和博物館会議、京都・広島開催協賛、
松江で「出雲和譲フォーラム」
中日韓英 4 カ国対訳  中国古典名言録、竹島＝独島問
題入門、出版記念講演「混迷の時代　出雲から陽が
昇る」開催

2009 年　9 月

2010 年　2 月
2011 年　2 月
2011 年 10 月
2012 年　7 月

2012 年  11 月

2013 年　9 月

2014 年　6 月

2014 年　8 月
2014 年  11 月

2015 年    5 月
2015 年    6 月
2015 年 8 月
2015 年 8 月

2015 年 11 月
2015 年 12 月

2016 年 1 月

2016 年 8 月

ロシア・ウラジオストック、ハバロフスクの第二次
世界大戦慰霊碑を訪問・献花
松江市にて開催の将棋第 60 期王将戦を支援

「朝鮮半島と日本列島の使命」発刊
アジア太平洋平和研究学会で、小松理事長講演
韓国の月刊誌「市民時代」に「真の愛国者」として
特集される
国際マンガサミット鳥取大会にて、漫画、周藤彌兵衛、
清原太兵衛、大梶七兵衛を展示
オランダ・ハーグ市「カーネギー平和宮 100 周年」
記念事業として、小松理事長が「世界平和事業家 20
人」に選ばれる
ベルタ・フォン・ズットナーの記念事業に取組み、
平和大賞をウィーン平和ミュージアムより受賞
松江市八雲町に周藤彌兵衛翁像除幕
くにびきメッセ国際会議場でイングリッド /
ロレマ氏をオランダから迎えて八雲立つ出雲から陽
が昇るシンポジウム開催

「日英対訳  悠久の河　周藤彌兵衛翁物語」を出版
八雲志人館から「ゆう科学通信」を発行
周藤彌兵衛翁像建立 1 周年記念「水と火の祭」を開催
三和書籍より『天略』早川和宏著、『島根核発電所』
山本謙著を出版
八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウムを開催
中国北京学苑出版社より『対立から共生へ』張可喜・
魏亜玲共著を出版
オランダ・ハーグ ボーベンカーマルより「日英韓中
独 5 カ国対訳　岩より水」フィーリックス・ビラヌー
バ、イングリッド・ロレマ、マリアンヌ・クレイジュ
ベグト、小松昭夫共著を出版
周藤彌兵衛翁像建立 2 周年記念　「水と火の祭」を開催

人間自然科学研究所の歴史
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和譲・2016 年賀挨拶・山陰中央新報求人広告

2016 年 3 月 5日　山陰中央新報掲載2016 年　年賀状

2016 年 3月 5日　山陰中央新報掲載2016 年　年賀状 【和譲】

神道を代表する言葉「一霊四魂（幸魂さきみ

たま　奇魂くしみたま　和魂にぎみたま　荒

魂あらみたま）」です。そのなかの「幸魂、奇魂」

（愛情と知恵）は出雲大社の神語です。これか

ら生まれる和魂（緑から生まれる感情）と聖

徳太子の「和をもって貴としとなす」から「和」

をとり、大国主命の国譲り、農政家・思想家

の二宮尊徳翁の「推譲」からの「譲」を組合

せ熊野大社前宮司で出雲大社教の千家達彦管

長がおつくりになった造語。

人類の特性と、グローバル化とブロードバン

ド、核拡散の時代の人間の条件の再定義から

考察した、ジョセフ・ナイハーバード大学教

授らが発表したスマートパワーを契機に、3

つのソフトパワー（感情を加味した知恵、使命、

会話力）と、2 つのハードパワー（集団組織力、

道理を実現するための方便）から全体の文脈

の中で生まれる力をいう。

「楽しく持続的に生きられる社会をつくる、私

がつくる」という言葉から生まれるマズロー

の 5 段階説の上位概念である自己超越実現（私

益と公益の一致）、さらに荒魂（勇気と行動力）

と先端技術が加わり、社会を変える力を「和譲」

と定義。小松昭夫財団法人人間自然科学研究

所理事長が千家管長のご賛同を得て、愛知工

業大学 50 周年記念事業の映画「築城せよ！」

の完成を機に発表した。

「朝鮮半島と日本列島の使命」

（2011 年 2 月 22 日初版）より
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2016 年 9 月 1 日　建材マーケット掲載

2016年9月1日　建材マーケット　P13掲載
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2007 年 10 月 6 日　世界気功フォーラム資料

グローカル時代の真の健康

小松　昭夫

（The true health of the glocal times）

（Akio KOMATSU）

財団法人　人間自然科学研究所

要旨：気功と平和　人は美の認識によって、気付きが生まれ、より正しい知識と判断ができるようになり、進ん
で行動するようになる。他から認められ、これを繰り返すことにより、「楽しく持続的に生きられる社会の創造」
に対して、当事者意識が生まれる。このプロセスの中から気が生まれ、目指すことが確立すると本気になり、他
力と融合することで根気が続き想いを具現化、真の心の健康につながる。気功は、形を整えるプロセスの中で、
意図的にこの状態をうみ出す方法の一つだと認識している。しかし、心は身体の影響を受けるため、太陽 ･ 水 ･
ミネラルの恵みを受けた穀物 ･ 植物エネルギーも必要とする。
気功は形から入ると、考えられているふしがあるが、形は二番目で、中庸の行き方を体得することが優先すると
考えている。その上で形を整える。それで初めて元気が生まれる。そうすると死ぬまで元気、本気、根気、たの
しくゆかいに人生をおくることが出来る。沢山の人がこの様な人生を送るためにも平和は必要不可欠である。
キーワード：生命、元気、気功、根気、平和

Abstract：We get to be going to notice the world around us, and more wise knowledge and judgment by 
recognition of the beauty as we advance and come to act.
It is accepted by others, and we are concerned of awareness obtains for "social creation to be able to live 
persistently happily" by repeating this process. Mind is born from this process, it becomes serious, perseverance 
continues and embodies thought and is connected in true mental health when it establishes it to aim by 
fusing with outside help. When it is the one of the methods that begins to produce this state intentionally, I 
recognize the qigong in a process to fix the form. However, the heart needs cereals / the plant energy that 
received the alms of the sun / water / the mineral to be affected by the body. Although it is generally thought 
that qigong begins with form, the best way to master it is to go with the Golden Mean. Form and good health 
will then follow. With that in mind, I fix the form. Thus spirit is born for the first time. Then spirit, seriousness, 
perseverance are pleasant and can spend the life pleasantly till I die.
The peace is essential so that a lot of people spend such life.
Keyword：life, good health, qigong, spirit, peace

中庸の「庸」は変わらないこと。我々は地球の陸の上に住んでおり、生命であり、人類である。これは変わらな
い。生命は、個の保全、種の持続という、二つの特性を持っており、生を受ければ、死は宿命である。そして我々
は哺乳類の中の人類。人類は、他の哺乳類とは違い、未熟児の状態で生まれてくる。これが他の哺乳類と決定的
に違う。他の哺乳類は生まれるとすぐに立ち、自ら食の確保をすることにより、脳の中に宿命自立回路が形成さ
れる。人類は依存の状態で世の中に生まれ、脳の中に宿命依存回路が形成される。

「中」は偏らないことを指す。生まれてから死までの二点間が人生である。死を迎える時の状況を脳の中に確立
する事により、脳の自動制御復元回路が生まれ、楽しく生きられるようになる。どのように死ぬかということを
イメージし、なるべく早くそういう状態を作り上げ、その状態を保持する。どのように死ぬか。元気で長生きで、
多くの人に認められ、感謝の気持ちで死ぬ。そのような最後を迎えるにはどうすればよいかを学び、仮説をつく
る。そのプロセスを経験という。プロセスがあって行動する、それが経験。それなしで得られたものを体験とい
う。これは両方ともに必要である。

中庸の体得
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人類はサイエンスとテクノロジーの発達によってこれまで経験していなかった局面に直面している。すなわち飛
行機によって世界中どこにでも短期間で出かけることができ、コンピュータの発明とブロードバンドによって瞬
時に大量の情報をやり取りすることができるようになった。これが地球規模の分業を生み出している。核兵器の
発明によって大国には人類の命運を左右する管理責任が課され、さらに今世紀に入り、核保有を宣言する国が増
え続けるいわゆる核拡散の状態に入った。
狩猟社会では王がおらず、個々が特性を生かして共通の目的を達成するパートナーシップ社会であったといわれ
ている。それが農業をやるようになってからは、土地の利用をめぐって掌握する側とされる側という社会になっ
てきた。そして食糧の備蓄とその再分配によって権力が生まれた。
人類は肉体 ･ 本能的には極めて弱い生命体であるにも拘らず火、言葉、分業の３要素によって今日の繁栄に至っ
た。火は火薬を、そして核を生み、今日では核拡散により、崩壊の危機に直面している。一方、言葉は文字・印
刷を生み出し、通信技術の発達によって、世界的規模でインターネット ･ ブロードバンドの時代に入った。
先進国は、金融と不動産が中心の経済となり、人類の１％に世界の半分の富が集中する状況を迎えている。持つ
ものと、持たざるものの差がますます開き、持たざる人々が急増、社会の不安定化が急速に進んでいる。これが
進めば、いずれは人類全体が破滅に至ることは、明らかである。破滅に至らないようにするには、ブロードバン
ドを背景に、対立の文化から、パートナーシップによる共生文化に移行する事が不可欠である。
先ごろ訪問した韓国の慶煕（キョンヒ）大学では、このパートナーシップの時代を、「当然にして行き着く」を
表した英語 OUGHT TO（オウト・トゥー）と、ユートピアを組み合わせた造語「オートピア」の世界であると
表現し、ロゴマークを 20 年掛けて建築した「平和の殿堂」に掲げている。
このロゴマークは、HNS グループのロゴマーク「スターピース」とよく似ていた。つまり、同じ想いを持った
人たちが、地球規模で世界同時多発し、ブロードバンド、ネットワークによってその人々の想いと想いが出会い、
エネルギーが生まれ、次の時代が始まる時がきたのである。
国連の中で拒否権を持つ中国と露国、米国の三大核大国に囲まれた韓国 ･ 北朝鮮と、日本中国四国地方の連携に
より、この地域からグローバル時代おける平和への流れが始まる。
世界の中で紛争、緊張地帯はたくさんあるが、なぜこの地域なのかと問われる。それは、六カ国協議と北朝鮮の
国内情勢により、北朝鮮における核保有の是非が制御されやすい状態にある。韓国、日本にも米国、中国、露国
の中で、制御機能が働く。この状況によって世界で始めての、核放棄による平和が、この地域に生まれる可能性
が高まっている。
これが実現すれば、困難な状況に直面している中東や、他の紛争地帯にも、勇気を与える事ができる。
日本は多くのアジア諸国にとって加害国であるという立場から、未来志向で積極的に被害国に働きかけ、恒久平
和へのうねりを起こすことが日本国内の諸問題解決の入り口になる。今までの人間自然科学研究所の活動は、平
和プロジェクトの構想を被害国の方々に聴く耳を持っていただくための、心のインフラ整備であった。
もうひとつ重要なことは、この地域は儒教が共通のベースにある。これが一神教の土地では出来ない。中国、韓
国、北朝鮮、日本は一神教の文化ではなく、一神教といわれている露国、米国も文化の複合国家になっている。
なぜ一神教がうまれたか。人類は、宿命依存回路の中で生きる生命体であり、環境により、限りなく悪魔にも近
づき、限りなく神にも近づく生命体です。気付きから相互依存を体得することによって、進化が始まる。
食の得にくい砂漠、草原という厳しい生存環境のヨーロッパでは、極限状態に陥ったとき、秩序を維持し、再起
できる環境を維持するために一神教が生まれた。
食が比較的得やすいアジアでは、怨念を合理的に活かした中国、怨念を蓄え、制御した朝鮮、被害者の怨念を加
害者が鎮魂する事によって日本がうまれた。
核の拡散と、ブロードバンドの時代を迎え、人類歴史上初めて、大衆レベルの大交流時代を迎えた今、一神教が
互いの対立に、終止符を打つときが来ている。そのためには一神教で無い地域にモデルを作る必要がある。怨念
は加害者と被害者が、共通の目的に向かったパートナーシップにより、昇華へと導くことが出来る。

核拡散、ブロードバンドの時代の元気、中庸の体得とは
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名前　小松　昭夫（AKIO KOMATSU）
所属　財団法人人間自然科学研究所
連絡先　島根県松江市乃木福富町 735 － 188
TEL：0852-32-3636/FAX：0852-32-3620
E-mail：akio@komatsuelec.co.jp
http://www.hns.gr.jp/

略歴：1944 年島根県生まれ、1963 年佐藤造機株式会社に入社。中央研究所に
おいて農業機械の研究開発に従事。1973 年小松電機産業を創業。シートシャッ
ター「門番」、集落排水計測、制御、監視システム「やくも水神」を開発、全国
展開。社是は「社業を通じて社会に喜びの輪を広げよう」。1994 年社会問題の研
究と企業活動を通じて問題の解決できる人材養成機関を目指して HNS 研究所（現

（財）人間自然科学研究所）を設立、会社経営のみならず国内外の社会問題に対
して、平和、環境、健康をテーマとして積極的に提言・活動している。財団法人
人間自然科学研究所理事長、小松電機産業株式会社代表取締役。
受賞記録：1990　中小企業研究センター賞　　
1991　ニュービジネス大賞
1992　優秀経営者顕彰　地域社会貢献者賞
1995　科学技術庁長官　注目発明選定証
1996　地域活性化貢献企業賞

いま、中国のどこにでも掲げられている和諧とは、「一歩一歩」「早く」「調和」という意味が込められているの
ではないかと認識している。韓国、北朝鮮、日本、中国、米国、露国、この中で最も言論の自由があるのが日本
である。この日本の現状と、加害国であるという立場を最大限に活かす知恵と、勇気が問われている。自ら立ち
向かうことが健康を賜る入り口となる。
地球が宇宙の高エネルギー帯であるフォトンベルトに入るのが、2012 年 12 月であるといわれている。それと
2013 年、平成 25 年に朝日を象徴する伊勢神宮と、私の故郷にあり、夕日を示す代表的な神殿である出雲大社が、
同時に遷宮を迎える。時間はあまり残されておらず、これから起きる変化は急激であると予想される。2 年前か
ら始まった、中国の「和諧」運動と、出雲大社で生まれた「和譲」を、実践プロジェクトとして掲げる人間自然
科学研究所の活動は、まさに時を得たものと考えている。
今、中東が大変な状態である。韓国も日本も戦後安い石油を大量に供給してもらい、また働く現場を提供してい
ただいたことで、中東に大変にお世話になっている。私たちが平和のモデルを生み出すことは、中東に恩返しを
することにも繋がる。それは核拡散に対し、人類的責任がある米国、露国、そして中国にとっても重要なコンセ
プトではないだろうか。
戦争には戦前責任、戦争責任、戦後責任の三つがある。戦後に生まれた世代である私たちには、先輩から鉄道や
金融など多くの有形無形の財産を受け継いでいる以上、戦後責任がある。平和のモデルを世界最初に生み出すコ
ンセプト、コンテンツ、キャラクターをもってみなさんに問い、加害者であるという立場を踏まえて共同作業を
始めるのが、戦後責任のある日本人の責務ではないだろうか。そこからグローバル時代における国家の方針や、
研究所、自治体、学校、企業、そして、国民一人ひとりの果たすべき役割が見えてくる。そしてまた、ここから、
愛国心や、生きる意味と役割がうまれ、真の健康を賜ることに繋がると考えている。
もちろん和諧・和譲世界がなければ個の健康はありえない。

プロフィール

和諧世界の意味

生命の特性は個の保全と種の持続であり、人類はこれに、たのしく生きたいという特性を兼ね備えています。論
語の中に「知ってやる人は好きでやる人にはかなわない。好きでやる人は楽しんでやる人にはかなわない」とあ
る。論語は飢餓と殺戮の時代に書かれた。人類究極の目的は楽しく持続的な社会をつくるということである。次々
とパートナーシップが生まれ、新しい知が生まれる。そうすると愉快というレベルになる。そうすると次から次
へと良いアイデアが生まれ、実行せずにはいられない状況になり、生涯善の循環がおこる。
その入り口がまず美の認識と、当事者意識。そして善、最後に真。ある分野で一通りこれを経験すると、次は異
分野に向けて、真善美の追求から循環が始まる。まずきれいなものを見、そうでないものを見る、そして、行動
し、その結果を評価されることによって分別脳回路ができる。すなわち、善悪の判断が出来るようになる。災い
の認識から、福をうみだすための閃きが生まれ、その具現化のための仮説を作ることができる。それが真である。
老子の言葉にあるように、ひらめきは仮説を生み、仮説より、ゼロから１が生まれ、１は２を、２は３、３は万
物を生じる。災い転じて福と成すという脳回路が形成されれば、健康を賜った状態になる。よって、人生・社会
には、無駄なものは何も無いということになる。
大きく困難な問題の解決のために加害者と被害者が一緒になって取り組む。これが真の健康の入り口である。

人類の特性「たのしく持続的に生きる」
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【参考資料】

研究所書籍出版リスト

参考資料・ホームページ

1994 年
1996 年
1997 年
1999 年
2001 年
2002 年
2002 年
2009 年
2011 年
2014 年
2014 年
2015 年
2015 年
2015 年
2016 年

周藤彌兵衛　小説・漫画・児童文学・朗読テープ
母なる中海
清原太兵衛　小説・漫画・児童文学・朗読テープ
太陽の国 IZUMO
魔法の経営
日中英 3 カ国対訳 論語
大梶七兵衛　小説・漫画・児童文学・朗読テープ
中日韓英 4 カ国対訳  中国古典名言録
朝鮮半島と日本列島の使命
日の丸ベンチャー
ベルタ・フォン・ズットナー
天略
島根核発電所
日英対訳  悠久の河
日英韓中独 5 カ国対訳  岩より水

4 月
11 月

3 月
7 月
1 月
2 月
8 月
2 月
2 月
2 月

11 月
8 月
9 月
9 月
1 月

1. 大国崛起　　2006 年 中国中央電視台 CH（CCTV-2）初放送 12 回　ドキュメントテレビ番組

2. 永遠在路上（永遠に反腐敗の道がつづく）

3. 世界史としての日本史　　半藤一利・出口治明共著
4. China2049　　マイケル・ピルズベリー著
5. 危機を迎えるカエルの楽園日本　　百田尚樹・石平共著
6. 誰もが書かなかった日本の戦争　日清・日露・太平洋戦争を知らない子供と大人のために　田原総一朗  ( 著 )
7. 文藝春秋　2017 年新年特別号　真珠湾「失敗の本質」

1　https://youtu.be/P9ebJ3eJCrI
2　https://youtu.be/oBkBXbXPc4M
3　https://youtu.be/W-5jIlROcRo
4　https://youtu.be/Re3cE_hHWrY
5　https://youtu.be/YOm3XUS7EgU
6　https://youtu.be/9nxsrqUKpmM

1https://youtu.be/BoE_WBtl_kM
2https://youtu.be/bAJAaXxWuM4
3https://youtu.be/iTqkmZ-PqSI
4https://youtu.be/43mDyx_ZIl8

7　https://youtu.be/2hAs5sK20TY
8　https://youtu.be/-bsizQuXrlA
9　https://youtu.be/fOWjItSfScU
10　https://youtu.be/WMKswvmArVg
11　https://youtu.be/X1xjzJyEh30
12　https://youtu.be/Vp37BflORDU

5https://youtu.be/DWduvjSnK1U
6https://youtu.be/t2-t_QdgpLY
7https://youtu.be/9-QjgbG8raM
8https://youtu.be/TTFf9Dsb-0I
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台湾島（下関条約で獲得、外地）

イギリス

中国地方、四国地方（古来の領土、内地）

分割統治は、1945年（昭和20年）の日本降伏後に速やかに実行された。これら占領地域には、日本が内地とし

た地域もあり、その点で言えば、日本本土は史実でも分割されている。

上記以外の日本本土を構成する北海道、本州、四国、九州、沖縄及び付属島嶼は、アメリカ軍とイギリス軍（オ

ーストラリア軍やニュージーランド軍などを含むイギリス連邦占領軍）による占領統治下におかれた。本計画で

は、これらの本土地域もソ連軍と中華民国軍（これらも連合国軍である）にも分割することになっており、この項

目で指す「分割」とはこの計画を指している。

日本分割占領案については、早い段階から連合国軍将兵にも伝わっており、中華民国軍の兵士の証言では、

ルーズベルトが中華民国軍を日本占領統治に参加させることを決定したとの話が兵士たちの間に伝わると、多く

の中華民国軍兵士がこれを喜び、日本に上陸した際にどのような行動をとるかについて話し合ったという[3]。実

際、当時は日本の領土であった台湾島を中華民国軍が占領統治しており、その点において中華民国軍は史実

でも日本占領統治に参加している。

計画による統治区域 [ ソースを編集 ]

アメリカ国立公文書記録管理局に保存されている計画書[4][5]によると、

北海道・東北 - ソ連占領地域

関東・中部（福井県を除く）及び三重県付近 - アメリカ占領地域

四国 - 中華民国占領地域

中国・九州 - イギリス占領地

東京35区 - 米・中・ソ・英の共同管理

近畿（三重県を除く）及び福井県 - 中華民国とアメリカの共同管理

という計画であった（地図参照）。



シンポジウム資料
2016年 11月 20日

36

2016 年 2 月 13 日発刊　週刊ダイヤモンド【参考資料】
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2016 年 2 月 13 日発刊　週刊ダイヤモンド【参考資料】
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2005 年エルネオス 11 月号【参考資料】
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2005 年エルネオス 11 月号【参考資料】
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中川　十郎（Juro 　Nakagawa）　略歴

1954 年 3 月鹿児島ラサール高等学校卒業。(3 期 )

1959 年 3 月　東京外国語大学イタリア学科国際関係専修課程卒。ニチメン実業株式会社（現双日株式会社）入

社、業務部、企画室を経てバグダッド駐在員、ニューデリ支店長、インドニッポンケミカル取締役、二チメン・

ド・ブラジル開発担当取締役。1979 年 2 月ニチメン東京本社海外業務部中南米チーム首席、北米課長、米州課長、

業務本部米州部長補佐兼開発企画部長。1984 年 9 月米国ニチメン ･ ニューヨーク本社開発担当副社長。

1990 年 2 月ニチメン東京本社新規事業開発室長 ( 専務 ) 付。

1992 年４月公募により愛知学院大学商学部助教授、1994 年 4 月同教授。1998 年４月東京経済大学経営学部

教授・大学院経営学研究科教授。2002 年 9 月米国コロンビア大学経営大学院客員研究員。2004 年 3 月中国対

外経済貿易大学大学院客員教授。2006 年 3 月東京経済大学経営学部教授、大学院教授を定年退職。2006 年４

月日本大学国際関係学部兼任講師。2007 年 4 月、日本大学大学院グローバルビジネス研究科兼任講師。2012

年 4 月、日本経済大学大学院経営学研究科兼任講師。2015 年 3 月同大学院定年退職。1992 年より日本ビジネ

スインテリジェンス協会会長。1995 年 WTO( 世界貿易機関 )PSI 貿易紛争処理委員。JETRO 貿易アドバイザー。

日本貿易学会理事。中国競争情報協会国際顧問。世界銀行グループ・企業の社会的責任（CSR）コンサルタント。

オリンパス株式会社特別委員会委員。明治大学リバテイアカデミー講師。工学院大学孔子学院中国アジア研究所

客員研究員。NEAS Ｅ -NET ｓ（北東アジア研究交流ネット）幹事。2013 年 4 月より名古屋市立大学特任教授、

早稲田大学総合研究機構招聘研究員。2014 年 11 月、日本総研客員研究員。2015 年 1 月、日本イノベーショ

ン融合学会・副会長、2015 年 6 月、国際アジア共同体学会理事長。

　主要著書。『CIA 流戦略情報読本』共訳　ダイヤモンド社、1990 年。『貿易と海外投資の分析と実務』共著、文真堂、

1994 年。『よくわかる商社業界』共著、日本実業出版、1996 年。『国際経営戦略』、共著、同文館、1996 年。『グロー

バル企業の情報組織戦略』共訳、エルコ社、1996 年。『北東アジアのグランドデザイン』共著、日本経済評論社、

2003 年。『成功企業の IT 戦略』共訳、日経 BP　2003 年。『知識情報戦略』共編著、税務経理協会、2009 年。

『東アジア共同体と日本の戦略』分担執筆、桜美林大学北東アジア総合研究所、2011 年。『アジア共同体』共著、

蒼蒼社、2013 年。

“The Intelligent Corporation”　Taylor Graham, London,1991,

“Global Perspectives on Competitive Intelligence”, Society of Competitive Intelligence Professionals, 

Alexandria, Virginia,USA,1993,

“An Introduction to Knowledge Information Strategy”, Scientific World, Singapore, 2013　など多数。
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Global Asia Review vol.2 
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 AEC と東南アジアの発展 
 9 月初めの中国・杭州での「G20 会議」に続き、
ラオス・ビエンチャンで、昨年末の AEC 発足後、
初の「ASEAN 首脳会議」、「東アジア首脳会議」が
立て続けに開催された。 
 世界経済の 80％を占める G20 では世界経済の立
て直しと反グローバル化の流れを食い止め、自由貿
易と構造改革の推進、成長促進へ金融、財政政策を
総動員することで一致した。 
 ASEAN 首脳会議では来年設立 50 周年を迎え、
AEC のさらなる深化を進めることとした。AEC は
政治安全保障共同体、経済共同体、社会文化共同体
を推進し、単一市場と生産基地、競争力ある経済圏、
公正な経済開発、世界経済への統合にさらに拍車を
かける。「2025 年へ向けてのビジョンと挑戦」で、
年 5％台後半の成長をめざし、2025 年に GDP 総額
を 2012 年の 2 倍の 4 兆 6282 億ドルを達成。国内
市場は 4 倍。貿易額 2.3 倍。2010 年～2020 年のイ
ンフラニーズ（エネルギー、交通、通信、上下水道）
は 1 兆ドルを予測している。 
 AEC を中心に東南アジアが製造・貿易・消費の
巨大市場として登場する。その成長を持続させるた
め、下記の提案をしたい。 
 
AEC, RCEP と SCO との連携強化 
 AEC のさらなる発展のためには ASEAN＋6（日
本、中国、韓国、インド、豪州、ニュージーランド）
の RCEP 推進が必須だ。とくに日中韓の協力が必要
だ。さらに 2015 年 7 月、インドとパキスタンが加
入し、地球人口の 40％を占める域内人口 30 億人の
ユーラシア・中央アジアで急速な発展が予想される
上海協力機構（SCO）と AEC との東南アジア～ユ
ーラシアの連結（Connectivity）の強化を考究する
ことを提案したい。これら地域では中国が「一帯一
路」戦略でアジアと欧州を結ぶ、陸と海の物流、ロ
ジステイック戦略を展開。 

 あわせてプロジェ
クト金融機関として
57 か国が参加する
「アジアインフラ投
資銀行（AIIB）」を
2015 年末に立ち上げ
た。10 年間で 8 兆ド
ルの資金需要がある
と ADB が試算してい
るアジアを中心とす
る域内の諸プロジェクトへ世銀、アジア開銀、欧州
開銀などとの協調融資を開始している。さらに SCO
開発銀行、シルクロード基金、BRICS 開発銀行も稼
働。アジア、ユーラシア、アフリカ、南米向けのプ
ロジェクト融資が動き出している。かかる状況下に
もかかわらず、アジアに位置する日本は、いまだに
米国に気兼ねし、最近、カナダも参加を決定した
AIIB に米国ともども参加を見あわせているのは時
代錯誤ではないか。日本政府が注力してきた TPP
は肝心の米国で大統領候補や議会で反対論が渦巻
いている。まずアジアでの RCEP 構築に努力。更に
AIIB、SCO との協力に注力することこそ先決だ。
当国際アジア共同体学会（ISAC）は今後、ジャカ
ルタの ASEAN 本部や、ERIA 経済研究所、シンガ
ポールの APEC 本部、北京の SCO 本部、東京のア
セアンセンター、世銀東京事務所、UNIDO 東京事
務所、国連大学、JETRO,アジ研、JICA、主要大学
のアジア研究所などとも提携、協力し、共同研究を
積極化することを検討したらどうだろうか。 
 
筆者紹介：東京外大イタリア科卒。ニチメン入社。同社ニ
ュ－ヨーク開発担当副社長、愛知学院大学教授、東京経済
大学教授、米コロンビア大学客員研究員を経て現職。 
共編著に『国際経営戦略』、『知識情報戦略』など。  

アセアン経済共同体（AEC）と上海協力機構（SCO）の連携強化を 
中川 十郎 

国際アジア共同体学会理事長、名古屋市立大学特任教授 

 

●巻頭言● 
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国際融合医療協会　第 5 回学術大会　閉会の挨拶

中川　十郎

2014 年 11 月 16 日（日）新宿住友ビル４７階・スカイルーム

国際融合医療協会理事
名古屋市立大学 22 世紀研究所特任教授
日本ビジネスインテリジェンス協会会長

　本年の国際融合医療協会第 5 回学術大会は、現下、少子高齢化社会、世界で高齢化が最も
早く進んでいる日本の大きな課題である「健康長寿社会の実現への融合医療の役割」をテー
マとし、かってない多くの専門家の参加で、これまでで最も充実した貴重な研究会であった
と思われます。講演者として御参加頂いた諸先生方に感謝申しあげます。

　日本の課題は西洋医療に偏在した医療を日本古来の漢方も活用し、世界でも注目されてい
る東洋医療との融合医療を実践、強化することだと思います。
　日本の漢方が衰退した理由の一つに、明治時代、陸軍軍医総監の森鴎外がドイツ医学を中
心とする西洋医療を日本に取り入れ、日本に古来からあった漢方を治療法から除外したこと
にあると思います。私は彼の医学と文学に対する貢献は高く評価しておりますが、漢方を日
本の医療から除外したのは、大きな間違いであったと思います。

　私は先日、ギリシア時代の西洋医学の発祥の地で西洋医学の始祖といわれるヒポクラテス
の出生地のマケドニアを訪問しました。ヒポクラテス時代の医療機器が展示されている医学
博物館も訪問しました。当時のメスや、ナイフが展示されていましたが、その精巧さにびっ
くりしました。そのあと、ヒポクラテス時代からの伝統ある薬草、ハーブ工房や、薬局も訪
問しましたが、2000 種類とも言われる薬草やハーブを、オーダーメイドで調合し、患者に提
供している現実に直面し、西洋医学の発祥の地、マケドニアでも薬草、ハーブ医療が西洋医
学とならび併存していることに感銘を受けました。

　目下、マケドニアからは薬草やハーブなどがドイツ、フランス、オーストラリア、カナダ、
米国などに輸出されており、これらの国では薬品の半分以上は薬草が使われていると伺いま
した。それに引き替え、わが日本の薬草の使用は６～１３％程度と少なすぎ、ここでも日本
の製薬村の問題点があるのではないかと感じました。
世界 145 カ国を訪問され、世界の伝統医療を研究され、また世界で初めて心臓のバイパス手
術の偉業を達成された、元ニューヨーク医科大学臨床外科教授の広瀬輝夫先生が西洋医療と
東洋医療の融合こそが 21 世紀の世界、日本の医学界の使命だとして、本国際融合医療協会を
設立されたその先見性を私は高く評価しております。本医療協会が今後とも広瀬先生のリー
ダーシップの下、さらに発展し、先生の初期の目的が達成されることを祈念いたしております。

【参考資料】
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【参考資料】

　今回の第 5 回学術大会を振り返りまして、2 ～ 3 私の感想を申し述べたいと思います。
まず第一に国際融合医療協会と「国際」を冠している協会の学術大会にしては、海外からの
発表者が皆無なのは問題ではないかと思います。これまで、中國、インド、韓国、米国、マ
ケドニアなどから専門家を招聘したことがありますが、今後とも海外の東洋医療の専門家も
招聘し、国際的な会議としていただきたいと思います。
第二に融合医療研究学術大会にしては漢方関係や鍼灸関係者の発表者がおられないことです。
今後、これらの研究者も招聘し、西洋医療、東洋医療両面からの融合医療の研究を深めるべ
きではないかと感じました。
第三に今後は学術大会の成果を世に問うため、大会の「研究紀要」を発刊することも検討に
値すると思われます。
　さらに折角の貴重な研究会を広くメデイアやマスコミに公開し、研究会の内容を世間に広
めるとともに、毎回の成果を日本政府関係者、製薬、医療関係者に提言することも考えるべ
きかと思います。
　最期に今回の素晴らしい学術大会を準備された丹羽正行先生、さらに大会委員長・済陽高
穂先生、広瀬輝夫理事長、さらに縁の下の力持ちで受付などお手伝いいただいた皆様に参加
者一同に代わりまして厚く御礼を申し上げます。

　あわせご多用中、ご参加いただきました聴講の皆様にも厚く御礼申しあげます。

　有難うございました。
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2014 年 2 月 25 日発刊　財界【参考資料】
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2014 年 2 月 25 日発刊　財界【参考資料】



シンポジウム資料
2016年 11月 20日

46

【参考資料】

小松昭夫、田渕隆三　月光天使像・ヒマラヤ山脈絵画・太陽王像を囲んで　小嶺信子、貞包茂樹
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【参考資料】

2016 年 10 月 30 日　田渕隆三作品展　三浦雄一郎 79 歳　世界高齢者エベレスト登山挑戦リハーサルに遭遇
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【参考資料】

2016 年 8 月 31 日　世界平和学の権威ピーター博士の支援で広島平和文化センター小溝康義理事長を訪問

2016 年 9 月 12 日　沖縄国際平和研究所大田昌秀理事長・沖縄県渡嘉敷島出身事業家	 小嶺信子の両者の縁結びを実現



シンポジウム資料
2016年 11月 20日

49

【参考資料】

鳥取県湯梨浜町　燕趙園

2007 年 3 月　孫氏像建立2006 年 3 月　西王母・八仙人像建立

2003 年 10 月　孔子・孟子像建立2002 年 9 月　銅像出発式

2013 年 9 月　オランダ・ハーグ　カーネギー氏と共に 2013 年 9 月　オランダ・ハーグ　市役所広場
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【参考資料】

2008 年 12 月　平和発信のフォートレス　沖縄研修道場視察

2016 年 9 月　平和発信のフォートレス　沖縄研修道場訪問

竹岡誠治氏、画家・彫刻家の田渕隆三あきる野美術工房主宰との縁で、かつて中国に向けられていた「有翼核
ミサイルメース B 基地」であった創価学会沖縄研修道場を訪れ、ミサイル発射台をそのまま残し、田渕氏制
作の６体のブロンズ像が建つ「世界平和の碑」を視察した。核ミサイル基地をそのまま人類史に残した施設は
平和発信のフォートレス（とりで）といわれている。

人間革命之碑「平和大歓喜の像」前にて

人間自然科学研究所のあゆみプレゼンテーションより
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人類史初の核の投下　平和の本質的な議論が生まれるきっかけ作り　広島平和記念公園ズットナー像建立構想（合成）
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2016 年 10 月 29 日　山陰中央新報掲載
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島根県・鳥取県　醸造酒造リスト【参考資料】

ワイン醸造所リスト
日本ワイナリー協会ホームページより
http://www.winery.or.jp/winery-map/area/chugoku/　（中四国ワイナリー紹介）

1. 島根ワイナリー
島根県出雲市大社町菱根 264-2
TEL　0853-53-5577
http://www.shimane-winery.co.jp/

2. 奥出雲葡萄園
島根県雲南市木次町寺領 2273-1
TEL　0854-42-3480
http://www.okuizumo.com/

3. 北条ワイン醸造所
鳥取県東伯郡北栄町松神 608
TEL　0858-36-2015
http://www.hojyowine.jp/
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1. 李白（李白酒造）
島根県松江市石橋町 335
TEL　0852-26-5555
http://www.rihaku.co.jp/

2. 豊の秋（米田酒造）
島根県松江市東本町 3-59
TEL　0852-22-3232
http://www.toyonoaki.com/

3. 國暉（國暉酒造）
島根県松江市東茶町 8
TEL　0852-25-0123
http://www.kokki.jp/

4. 王祿（王祿酒造）
松江市東出雲町揖屋 484
TEL　 0852-52-2010
http://www.ouroku.com/

5. 月山（吉田酒造）
安来市広瀬町広瀬 1216
TEL　0854-32-2258
http://www.e-gassan.co.jp/

6. ほろ酔（青砥酒造）
島根県安来市広瀬布部 1164-4
TEL　0854-36-0006
http://www.aotoshuzo.co.jp/

7. 金鳳（金鳳酒造）
島根県安来市清井町 343
TEL　0854-27-0111
http://www.kinpo.jp/

8. 出雲富士（富士酒造）
島根県出雲市今市町 1403
TEL　 0853-21-1510
http://www.icv.ne.jp/~sakefuji/izumofuji.html

9. ヤマサン正宗（酒持田本店）
島根県出雲市平田町７８５番地
TEL　0853-62-2023
http://www.sakemochida.jp/

10. 天穏（板倉酒造）
出雲市塩冶町 468
0853-21-0434
http://www.tenon.jp/

11. 十旭日（旭日酒造）
島根県出雲市今市町 662
0853-21-0039
http://www.jujiasahi.co.jp/

12. 太平洋（木次酒造）
島根県雲南市木次町木次 477-1
TEL　0854-42-0072
http://www.kisukisyuzou.com/

13. 七冠馬（簸上清酒）
島根県仁多郡奥出雲町横田 1222 番地
TEL　0854-52-1331
http://www.sake-hikami.co.jp/

14. 出雲誉（竹下本店）
島根県雲南市掛合町掛合 955-1
TEL　0854-62-0008
http://www.takeshita-honten.com/

15. 絹乃峰（赤名酒造）
島根県飯石郡飯南町赤名 23
TEL　0854-76-2016
http://kinunomine.com/

16. 奥出雲（奥出雲酒造）
島根県仁多郡奥出雲町亀嵩 1380-1
TEL　0854-57-0888
http://www.okuizumosyuzou.com/

17. 石見銀山（一宮酒造）
島根県大田市大田町大田ハ 271-2
TEL　0854-82-0057
http://ichinomiya-s.jp/

18. 開春（若林酒造）
島根県温泉津町温泉津町小浜口 73
TEL　0855-65-2007
http://www.kaishun.co.jp/top.htm

19. 羅浮仙（木村酒造）
島根県大田市大代町大家 1609
TEL　0854-85-2011
http://rafusen.com/

20. 加茂福（加茂福酒造）
島根県邑智郡邑南町中野 2405
TEL　0855-95-0318
http://www.kamofuku.co.jp/

ライスワイン（日本酒）酒蔵リスト
島根県酒造組合ホームページより蔵元一覧
http://www.shimane-sake.or.jp/
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21. 誉池月（池月酒造）
島根県邑智郡邑南町阿須那 1-3
TEL　0855-88-0008
http://ikezuki.com/

22. 玉櫻（玉櫻酒造）
島根県邑智郡邑南町原村 148
TEL　0855-83-0015
http://www.tamazakura.com/

23. 環日本海（日本海酒造）
島根県浜田市三隅町湊浦 80
TEL　0855-32-1221
http://kan-nihonkai.com/index.html

24. 都錦（都錦酒造）
島根県江津市嘉久志町イ 1415 番地
TEL　0855-52-2129
http://www.miyakonishiki.co.jp/

25. 宗味（右田本店）
島根県益田市本町 3 番 30 号
TEL　0856-23-0028
http://www13.ocn.ne.jp/~migita/

26. 菊弥栄（岡田屋本店）
島根県益田市染羽町 5-7
TEL　0856-22-0127
http://www.kikuyasaka.co.jp/

27. 扶桑鶴（桑原酒場）
島根県益田市中島町ロ 171
TEL　0856-23-2263

28. 華泉（石州酒造）
島根県鹿足郡津和野町後田口 218
TEL　0856-72-0036
http://kasen1730.ocnk.net/

29. 初陣（古橋酒造）
島根県鹿足郡津和野町後田ロ 196
TEL　0856-72-0048
http://www.tsuwano.ne.jp/uijin/

30. 高砂（財間酒場）
島根県鹿足郡津和野町中座口 34
TEL　 0856-72-0039
http://fish.miracle.ne.jp/ohgai/

31. 寶泉
島根県鹿足郡津和野町左鐙 992
TEL　 0856-76-0002
http://www.sabumi.com/

32. 隠岐誉（隠岐酒造）
島根県隠岐郡隠岐の島町原田 174
TEL　 08512-2-1111
http://okishuzou.com/
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33. 稲田姫（稲田本店）
鳥取県米子市夜見町 325-16
TEL　0859-29-1108
http://www.inata.co.jp/

34. 秀峰 岩泉（大岩酒造本店）
鳥取県日野郡江府町江尾 1872
TEL　0859-75-2404
http://www.syuhou-iwaizumi.jp/

35. 辨天娘（太田酒造場）
鳥取県八頭郡若桜町若桜 1223-2
TEL　0858-82-0611
http://www1.ocn.ne.jp/~bentenmu/

36. 鷹勇（大谷酒造）
鳥取県東伯郡琴浦町浦安 368
TEL　0858-53-0111
http://www.takaisami.co.jp/

37. 久米桜（久米桜酒造）
鳥取県西伯郡伯耆町丸山 1740-50
TEL　0859-68-6555

38. 元帥（元帥酒造）
鳥取県倉吉市東仲町 2573
TEL　0858-22-5020
http://www.gensui.jp/~kuratsu/html/index.html

39. 諏訪泉（諏訪酒造）
鳥取県八頭郡智頭町智頭 451 番地
TEL　0858-75-0618
http://suwaizumi.jp/

40. ひ此君（高田酒造）
鳥取県倉吉市西仲町 2633
TEL　0858-23-1511
http://www.shikun.co.jp/

41. 瑞泉（高田酒造場）
鳥取県岩美郡岩美町大字浦富 1694
TEL　0857-72-0271

42. 千代むすび（千代むすび酒造）
鳥取県境港市大正町 131
TEL　0859-42-3191
http://www.chiyomusubi.co.jp/

43. 八潮（中井酒造）
鳥取県倉吉市中河原 555 番地
TEL　0858-28-0821
http://www.yasio.net/

44. 福寿海 いなば（中川酒造鶴）
鳥取県鳥取市立川町２丁目 305
TEL　 0857-24-9330
http://www6.ocn.ne.jp/~torisake/

45. 美人長　笑（西本酒造）
鳥取県鳥取市青谷町青谷 3960
TEL　 0857-85-0917

46. 山陰東郷（福羅酒造）
鳥取県東伯郡湯梨浜町松崎 451
TEL　 0858-32-2121
http://www.fukura-syuzou.com/

47. 三朝正宗（藤井酒造）
鳥取県東伯郡三朝町三朝 870
TEL　 0858-43-0856
http://www.fujii-sake.co.jp/

48. 日置桜（山根酒造場）
鳥取県鳥取市青谷町大坪 249
TEL　 0857-85-0730
http://hiokizakura.jp/Top.html

ライスワイン（日本酒）酒蔵リスト
鳥取県酒造組合ホームページより蔵元一覧
http://sake-tottori.or.jp/
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